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１．はじめに 沖縄県では、畑作営農や土木工事などに伴う赤土の流出が、農地保全や海

洋の観光資源保全の立場から社会問題となっている。農地からの流出対策として、圃場末

端での沈砂池の建設、マルチングやグリーンベルトの設置など、土木的・農学的対策が取

られており、一定の効果を上げている。しかし、沖縄本島北部を中心に分布する国頭マー

ジは 0.02mm以下のコロイド画分(以下 ,微細画分)を大量に含み、それらは沈降しにくく、
水の流れに伴って容易に流出してしまうため上記の対策では赤土流出を完全に防ぐことは

できない。したがって微細画分に対する抜本的対策が必要だが、そのためには微細画分の

コロイド科学的特性を明らかにする必要がある。そこで本研究では、赤土の微細画分を取

り出し、凝集・分散及び沈降特性に対応したコロイド界面化学的な分析と透過型電子顕微

鏡(TEM)写真による観察を併用することにより、赤土を構成する微細画分のコロイド科学
的性質を分析する。  
２．実験方法 試料は、沖縄県恩納村のサトウキビ畑で採取した国頭マージから、75µm
以下の画分を取り出した。土壌中の交換性陽イオンを統一するため、NaCl2.0Mで一昼夜
浸漬しNa+に置換した後、透析により脱塩した。その後、H2O2(3％ ,70℃ ,24 時間 )による
有機物の分解処理を行い、撹拌後静置した上澄みから約５µm以下の画分を分離した試料
(以下、処理試料 )及び、同様の手順で有機物の分解処理をしない試料 (以下、無処理試料 )
を用意した。顕微鏡観察は、100mlのメスシリンダーに、pHを 9 にして分散状態にした無
処理試料の溶液を入れ、静置 29 日後に図 1 に示した 3 ヶ所から 1mlを採取し、TEMで観
察・撮影を行った。また、pH変化と凝集・分散の対応を調べる目的から、無処理試料溶液
をサンプル瓶に 15mlずつ投入し、pHをHCl及びNaOHで調整し、静置 20 分後の様子を観
察した。pHと荷電状態の関係を見るため、処理試料及び無処理試料について、凝集分散実
験と同様にpHを調整し、顕微鏡にセットしたガラスセル内に溶液を入れて電場をかけ、電
気泳動移動度を測定した。  
３．結果・考察 沈降実験でのTEM写真 (図１ )では、採取位置によらずカオリナイト様、
中空棒状、粒状の３種類の鉱物(図 2)が確認できた。これより、形状・大きさの異なる３種
類の鉱物が水中でフロックを形成して長時間水中に浮遊している実態が明らかとなった。

また、水面から 16cmの位置では他の２位置と比べて、明らかに粗大な粒子も確認された。
凝集分散実験(図 3)では、pH6 以下で凝集、pH7 以上で分散している様子が観察された。  
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